
「ふくしまで働く」は福島県内外に避難されている皆様や福島で働きたいと思っている方々に対して、就労、雇用の視
点から福島県内外の支援策や求人情報等を発信するために厚生労働省福島労働局が発行している広報紙です。

バックナンバーは右側の二次元バーコードからご確認いただけます。

ふしまでく 働く ☎024（529）5438

号春
2026年

 東日本大震災及び東京電力株式会社福島第一原子力発電所の事故から15年が経過しようと
しておりますが、被災されたみなさまをはじめ、復興に向けた多くの方々による日々のご尽力に
心より敬意を表します。

　ハローワーク飯田橋は東京都23区のほぼ中央にあり、文京区、千代田区、中央区の３区の
ほか、伊豆七島の島しょ部を管轄しております。
　管内人口は５１万５千人、東京都全体の３．７％となっております。一方で、昼間人口は１９２万人
で、東京都全体が１，６００万人ですので当所管内だけで１２％を  占めており、昼と夜の人口差が
著しいという特徴があります。
 また、管内には８万６千の事業所があり、東京都全体の１３．６％を占めており、企業の本社機能
が集中しているため管内の有効求人倍率は４．３７倍（令和7年９月）で東京都全体の１．７２倍
を大きく上回っております。

　さて、当所における福島への帰還等を希望されている方
への就職支援については、有楽町駅前の東京交通会館内の
「ふるさと回帰支援センター」に地方就職支援コーナーを
設置し、その中に「福島就職支援コーナー」及び「農林漁業就
職支援コーナー」を併設して実施しております。令和７年８月
１日現在における福島県から東京都への避難者数は２，１３５人
で、うち当所管内への避難者数は７８人（東京都発表資料）と
なっておりますが、交通の利便性から都内だけでなく近県在住
の方からもたくさんのご利用をいただいております。

　この「ふるさと回帰支援センター」は、地方へのUIJターンを希望する方へ、各自治体のブースでの個別相談及び趣向を凝ら
した資料展示による情報発信、並びに各自治体向けのノウハウ提供などを行っております。
併設の「福島就職支援コーナー」では、求人情報の提供や職業相談、イベント情報の発信など、福島県への帰還や移住を検討
されている方への支援を自治体と連携して実施しております。

　当所には、一般求職者向けの職業相談コーナーをはじめ、ミドル世代チャレンジコー
ナー（中高年層（ミドルシニア）専門窓口）、長期療養者支援コーナーなどの専門コー
ナーや、東京都との連携事業として東京しごとセンター内にシニアコーナーとU-35を
設置しており、ご利用のみなさまのニーズに即した様々なサービスを展開しております。
　今後も各自治体や関係機関等と手を携えながら、被災されたみなさまの福島県への
帰還等に向け、職員一丸となって取り組んで参りたいと考えておりますので、引き続き
ハローワーク飯田橋をご利用いただきますよう、お願いいたします。
　最後になりますが、ハローワーク飯田橋では、面接会・セミナー、おすすめ求人・各種
イベント等、さまざまな情報をX（旧twitter）で発信しております。ご興味のある方は
右の二次元コードからのご登録をよろしくお願いいたします。

有効求人は、32,970人分の求人申込みがあります。福島県の雇用情勢は、
引き続き求人が求職を上回っております。
個別の求人は、全国のハローワーク、インターネットで検索ができます。

避難している方・福島で働きたい方へ

※有効求人倍率／ハローワークで仕事を探す人１人に対し、何人分の求人があるかを示す指標。
　　　　　　　　1を上回っていれば、仕事を探す人より仕事の数が多いことになります。

特
集

・ハローワーク飯田橋からの
　　　　　　　メッセージ　
・あゆみ　わが社の今
  「大橋機産 株式会社」

福島県雇用情勢（2025年11月）
有効求人倍率（受理地別）　1.21倍（全国19位）

（就業地別）　1.33倍（全国17位）

1

○発行
福島労働局
職業対策課

山 本　所 長

～飯田橋公共職業安定所～ハローワークからの
メッセージ
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支援センターの役割
広域戦略等
●全国の移住に関心を持つ層への情報発信
●仕事や住まいの情報提供
●移住体験ツアー等の企画実施

移住支援等
●市町村、まちづくり会社、移住希望者の支援
●12市町村への移住希望者相談対応
●市町村との連携事業の実施

ノウハウ蓄積等
●ノウハウの蓄積及び共有
●全国の先進事例等の調査・分析

ふくしま12市町村移住ポータルサイト

ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？ふくしまの12市町村での暮らし考えてみませんか？
ふくしま 12市町村移住支援センター

ふくしま12市町村移住支援センターは、2021年7月1日に12市町村（田村市、南相馬市、川俣町、広野町、楢葉町、富岡町、川内村、大熊町、双葉町、浪江町、葛尾村、飯舘村）への移住・定住を
促進するため、広域連携が効果的な事業や12市町村による移住施策の支援等を行うため福島県が設置しました。12市町村の移住・定住の促進に向けた課題を把握しその解決にあたります。

●「ふくしま 12で働く」のご案内
就職や起業に関するサポート

●メルマガ登録のご案内
移住に関する最新情報をお届け中！

●支援制度のご案内
交通費等補助金など各種支援金

●お問い合わせ先
ふくしま 12 市町村への移住を考え
られている方に
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【事業所紹介】
所 在 地 ：
事業内容：

福島県田村市船引町
自動車・建設機械等の部品や
各種ウインチの製造・販売

＜「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク連絡先＞

都府県 名　　　称 住　　　所 TEL

山形県 ハローワーク山形 山形市桧町2-6-13 023（684）1521

埼玉県 ハローワーク行田 行田市長野943 048（556）3151

東京都 ハローワーク飯田橋　地方就職支援コーナー 千代田区有楽町2-10-1　東京交通会館8F 03（5288）6115

新潟県 ハローワーク新潟　ときめきしごと館 新潟市中央区弁天2-2-18　新潟KSビル1F 025（240）4510
大阪府 ハローワークプラザ難波 大阪市中央区難波2-2-3　御堂筋グランドビル4F 06（6214）9200

宮城県 ハローワーク仙台 仙台市宮城野区榴岡4-2-3　仙台ＭＴビル5F 022（299）8820

「福島就職支援コーナー」設置ハローワーク

ハローワーク相双が
LINEやってます！
就
職
活
動
に
役
立
つ

情
報
を
配
信
し
ま
す
！ @052pxowl

あゆみ　わが社の今
大橋機産 株式会社

　当社は1946年に創業し、主に建設機械部品と自動車部品の製造を
行っています。他にも、電設工事・車両用等の各種ウインチを自社開発し、
製造販売しております。当社の最大の特徴は、素材の調達から、各種機械

加工、熱処理、表面処理、さらには塗装、溶接、組み立てまで一貫して請け負う「一気
通貫生産」です。これにより、低コスト＆短納期を実現しています。顧客にはもちろん、
環境にも優しいものづくりを心がけております。

事業内容
の紹介

　創業は埼玉県ですが、現在は、福島県田村市にある船引工場、双葉郡川内村にある川内工場、本社与野工場
の3つの事業所を中心に事業を展開しております。中でも川内工場に関しては復興庁の自立・帰還支援雇用
創出企業立地補助事業を活用し、川内村田ノ入工業団地に新工場を建設。令和3年（2021年）5月に川内第1工場

が操業を開始し、続いて令和5年（2023年）4月には川内第2工場も操業を開始しており、地域の雇用促進と発展に貢献でき
るように取り組んでおります。

生産拠点
について

　当社の部品は、コマツ、日立建機、クボタ、キャタピラーをはじめとする、国内外
の主要な建設機械メーカー各社様の製品に組み込まれています。その技術力と
事業の安定性は高く評価されており、当社での業務を通じて、専門技術を習得し

将来にわたる安定したキャリアを築くことが可能です。当社は未経験の方でも安心して業務に
取り組めるよう、万全の教育体制を整備しております。入社後は、機械の使用方法および工場に
おける安全管理など、業務に必要な基礎知識を一通り習得していただいた後に現場に配属となり
ます。意欲ある方のご応募をお待ちしております。

社員の
募集状況

　特に近年、当社が注力しているのは、人事制度と働き方の改革、技能者育成です。
これにより、社員の能力最大化とウェルビーイングの向上を目指しています。労働
環境の質的向上を目指し、今年度より完全週休2日制へ移行しました。年間休日

数は前年度と比べて10日以上増加しており（直近のゴールデンウィークには10連休を実現）、
社員がプライベートを充実させ、より高いモチベーションで業務に取り組める環境を整備して
います。キャリア開発支援としては、年2回の人事評価とともにフィードバック面談を設定して
います。個人の能力を最大限に引き出せるよう、コミュニケーションが日常的に行える組織風土
の醸成を図っています。機械加工をはじめとした各種技能検定の取得推進、社内の資格保有者に
よるフォローアップなど、社全体として技能者の育成を促進する取り組みを実施しております。

自社の
アピール

厚生労働省福島労働局・ハローワーク

県内の訓練はこちらからご覧になれます

ハロートレーニング（公的職業訓練）で
キャリアアップ・スキルアップしませんか !!
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